
企業内での人材育成に取り組む事業主の皆さまへ

人材開発支援助成金について

人材開発支援助成金をご活用ください

一般・特定訓練コース

一般訓練コース：職務に関連した知識・技能を習得させるために20時間以上の訓練をおこなった事業主に助成。

特定訓練コース：OJTやOff-JTを組み合わせた訓練や若年者に対する訓練、労働生産性の向上に資するなど訓

練効果が高い１０時間以上の訓練をおこなった事業主に助成。

特別育成訓練コース

有期契約労働者等に対して職業訓練をおこなった事業主に対して助成。

人材開発支援助成金は事業主が労働者に対して訓練を実施した場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を

助成する制度です。

教育訓練休暇等付与コース

有給の教育訓練休暇制度を導入し、労働者が当該休暇を取得して訓練を受けた場合に助成。

人への投資促進コース

「人への投資」を加速するために国民の方からのご提案をもとに創設。５つの訓練に助成。

NEW!!

主な助成金コースについて

中小企業（福祉業）

若手介護職員の離職の防止と職員のスキルアップ

課 題

●訓練コース：介護福祉士実務者研修

●受講者：入社４年目 正社員 25歳（1名）

●訓練目標：介護福祉士国家試験の受験

OFF-JT時間：45・5時間 訓練受講料：10万円

訓 練

●助成率・額

経費助成：45％

賃金助成：１時間あたり760円

●助成額（左記の訓練内容の場合の例）

経費助成：45,000円

賃金助成：34,500円（100円未満は切り捨て）

●成果

訓練受講の支援を積極的におこなうことで職員が資

格取得しやすくなり、それに伴い会社への愛着も芽

生えた。定着率が高くなる離職を防ぐことにもつな

がった。

助成内容（中小企業の場合）・成果

助
成
金
を
活
用

「人材開発支援助成金」の活用例（特定訓練コース）

申請については裏面へ
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人材開発支援助成金の支給の流れについて

職業能力開発推進者の選出

事業内職業能力開発計画の作成
相談

助成金デスク
もしくは
管轄ハローワーク

・社内の職業能力開発を推進する人物の選出してください。（例：人事課長等）

・実施する訓練や訓練校の決定をおこなう。

ステップ１

・訓練計画は訓練開始日から起算し1ヶ月前までに労働局（助成金デスク）もしくハローワークまで提出が必要。

相談・提出

助成金デスク
もしくは
管轄ハローワーク訓練計画の作成・提出

ステップ２

相談・提出

・申請期限は訓練終了日の翌日から起算して2ヶ月以内（厳守）です。

助成金デスク
もしくは
管轄ハローワーク

支給申請

ステップ４

・提出した計画に沿って訓練を実施。計画外の訓練内容は助成の対象外となります。

訓練の実施

ステップ３

※対象のコースによっては申請方法が異なる場合があるため、必ず訓練計画段階で申請方法の確認をしてください。

兵庫労働局ハローワーク助成金デスク

住所：神戸市中央区浜辺通2丁目1番30号三宮国際ビル5階

電話番号：078-221-5440

・本リーフレットの内容については、人材開発支援助成金の一般的な例であり、助成については事業規模やコース

ごとに支給要件や助成率等が異なります。

・人材開発支援助成金の申請をご検討の際は、訓練を実施する前に下記ウェブサイトをご覧いただき制度内

容を確認していただくか、もしくは直接ハローワーク助成金デスクまでお問い合わせください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou
/koyou/kyufukin/d01-1.html

人材開発支援助成金 検索

申請にあたっては

ハローワーク助成金デスクについて

・ポリテクセンターや中小企業大学校等でおこなう高度職業訓練（例：工場管理者養成訓練など）

・生産性向上に係る訓練（例：喀痰吸引研修など）・熟練技能育成・承継に係る訓練（例：施工管理研修など）

・若年人材育成訓練（例：新任営業職社員研修など）・一般訓練（フォークリフト・ドローン・実務者研修など）

※職務に直接関連しないもの（例：マナー講習）や通常の事業活動の一環でおこなわれるものなどは対象外です。

対象訓練の一例 （対象の訓練にあたるかご不明な場合は事前に助成金デスクまでお問い合わせください。）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html

